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論文内容の要旨

一般に体上有限次元多元環のアウスランダー・ライテン・グラフとは，その多元環上の直既約加群の

同型類を頂点とし，既約写像の空間の次元に等しい重複度の有向辺をもっ，重み付き有向グラフのこと

である。アウスランダー・ライテン・グラフを求めることは，その多元環上の加群圏を記述することに

ほぼ等しく， 1970年代から盛んに研究されてきた。また， Gを有限群， k を標数 p の体とするとき，群

環 kG のアウスランダー・ライテン・グラフについては，連結成分の普遍被覆の形が非常に限られてい

ることなど著しい事実が知られているO 一方，ひとつの直既約加群M~こは，ヴァーテックスと呼ばれる

Gの p 部分群P が対応し， Mはある kP 加群のGへの誘導加群の直和因子として得られる。即ち，まず

P の正規化群への誘導加群の直和因子をとり(クリフォード理論) ，次にそのグリーン対応として kG

加群を得ることができる(グリーン対応の理論)。アウスランダー・ライテン・グラフの連結成分 C に

対する類似の結果としては， Cの頂点、である加群のヴァーテックスの最小元をQとすると，グリーン対

応子またはその拡張がQの正規化群のアウスランダー・ライテン・グラフの一部と Cの聞にヴァーテッ

クスを保存するグラフの同型写像を引き起こすことなどが知られている O

本論文は， kQ と Qの正規化群の群環，一般に kG と Gの正規部分群の群環のアウスランダー・ライ

テン・グラフの関係(クリフォード理論に相当する部分)を調べたものである o 170ぇば，ある仮定のも

とでは，ふたつのグラフの聞に同型写像が存在することが示されており，このような場合，アウスラン

ダー・ライテン・グラフを求める問題が p 群の場合に帰着できるので有効な方法となる O 応用として，

p 群の場合証明されている次のふたつの結果を一般の群に対して証明できるO

定理. k を代数的関体，アウスランダー・ライテン・グラフの連結成分C は置換加群の直既約因子M
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を頂点としてもっとするO このとき， Mのヴァーテックスがある例外的な場合を除いて， C はA∞型で

あり， Mは C の端の頂点、に対応する。

定理. k を完全体，アウスランダ-・ライテン・グラフの連結成分C は頂点に非周期的な加群が対応

しているとする。このとき， Cの頂点となる加群のヴァーテックスが一定でなく，かっ，最小ヴァーテッ

クス Qが四元数群でなければ， C はA∞型またはAoooo 型であり， C に属する加群のヴァーテックスの分

布パターンも決定できる。

証明は，既約写像が自己準同型環上の既約加群を与えることに着目し，隣合う加群のヴァーテックス

の差を自己準同型環上の加群の次元の比として記述し，その比を自己準同型環の表現論と普遍被覆の形

などから評価するという方法で与えられるO

論文審査の結果の要旨

宇野君は，この論文において，有限群の群環のアウスランダー・ライテン・グラフ CAR グラフ)に

ついて研究し，代数的閉体上の群環のAR グラフの連結成分Cが置換表現の直和因子を頂点に持っとき，

C は ZA∞に同型であることを証明するなど，いくつかの注目すべき結果を得た。

よって博士(理学)の学位論文として十分価値のあるものと認めるO
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